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理想とする人生のタイプとして、「結婚し子どもを持ち、結婚あるいは子どもの誕生を機会に退職し、子 

育てが落ち着いた時期に再び仕事を持つ」が 53.0％で、最も多く、次に「結婚し子どもを持ち、仕事を 

続けたい」が 27.7％となっている。「結婚をせず、仕事を続けたい」が 3.6％。 

  ■既婚者 

  

  ■未婚者 

  

  既婚者と未婚者で比較してみると、「結婚し子どもを持ち、仕事も続けたい」という回答の割合が、 

未婚者のほうが 20.3ポイント高く、41.3％となっている。一方、「結婚し子どもを持ち、結婚あるい 

は子どもの誕生を機会に退職し、子育てが落ち着いた時期に再び仕事を持つ」が、既婚者のほうが 

20.6ポイント高く、60.2％となっている。 

また、未婚者で「結婚せず、仕事を続けたい」と回答した方の割合が 5.7％となっている。 

 

 

 

 

 

27.7% 

13.3% 53.6% 

1.2% 
3.6% 0.6% 

１．結婚し子どもを持ち、仕事も続けたい。 

２．結婚し子供を持ち、結婚あるいは子どもの誕生を機会に退職

し、その後は仕事を持たない。 

３．結婚し子供を持つが、結婚あるいは子どもの誕生を機にいった

ん退職し、子育てが落ち着いた時期に再び仕事を持つ。 

４．結婚するが、子どもを持たず仕事を続けたい。 

５．結婚せず、仕事を続けたい。 

６．その他 

21.2% 

15.0% 

60.2% 

0.9% 2.7% 
１．結婚し子どもを持ち、仕事も続けたい。 

２．結婚し子供を持ち、結婚あるいは子どもの誕生を機会に退職

し、その後は仕事を持たない。 
３．結婚し子供を持つが、結婚あるいは子どもの誕生を機にいっ

たん退職し、子育てが落ち着いた時期に再び仕事を持つ。 
４．結婚するが、子どもを持たず仕事を続けたい。 

５．結婚せず、仕事を続けたい。 

６．その他 

41.5% 

9.4% 

39.6% 

1.9% 
5.7% 1.9% 

１．結婚し子どもを持ち、仕事も続けたい。 

２．結婚し子供を持ち、結婚あるいは子どもの誕生を機会に退職

し、その後は仕事を持たない。 
３．結婚し子供を持つが、結婚あるいは子どもの誕生を機にいっ

たん退職し、子育てが落ち着いた時期に再び仕事を持つ。 
４．結婚するが、子どもを持たず仕事を続けたい。 

５．結婚せず、仕事を続けたい。 

問１０ 現実の人生と切り離して、あなたの理想とする人生はどのようなタイプですか。 

次からあてはまる番号を一つ選んで○をつけてください。 

n=166 

n=53 

n=113 

※その他 
・結婚し子どもを持ち離婚し仕事をしている 
・結婚し北海道に来るため退職して子どもを持ち、自営を手伝っている。 
・結婚→子どもができて退職→離婚→再び仕事 
・結婚し仕事を続けていたが、退職して現在妊娠中。今後復職予定。 
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※問 10で「１．結婚し子どもを持ち、仕事も続けたい」と回答した既婚者の方の問 11の回答 

 

  

 

※問 10で「２．結婚し子供を持ち、結婚あるいは子どもの誕生を機会に退職し、その後は仕事を持

たない」と回答した既婚者の方の問 11の回答 

   

23.7% 

11.4% 

57.0% 

6.1% 

1.8% 

結婚し子どもを持ち、仕事も続ける 

結婚し子供を持ち、結婚あるいは子どもの誕生を機会に退職

し、その後は仕事を持たない 

結婚し子供を持つが、結婚あるいは子どもの誕生を機にいった

ん退職し、子育てが落ち着いた時期に再び仕事を持つ 

結婚するが、子どもを持たず仕事を続ける 

結婚せず、仕事を続ける 

その他 

73.9% 

4.3% 

21.7% 

0.0% 

0.0% 

0.0% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

１．結婚し子どもを持ち、仕事も続ける。 

２．結婚し子供を持ち、結婚あるいは子どもの誕生を機

会に退職し、その後は仕事を持たない。 

３．結婚し子供を持つが、結婚あるいは子どもの誕生を

機にいったん退職し、子育てが落ち着いた時期に再び… 

４．結婚するが、子どもを持たず仕事を続ける。 

５．結婚せず、仕事を続ける。 

６．その他 

25.0% 

25.0% 

50.0% 

0.0% 

0.0% 

0.0% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

１．結婚し子どもを持ち、仕事も続ける。 

２．結婚し子供を持ち、結婚あるいは子どもの誕生を機

会に退職し、その後は仕事を持たない。 

３．結婚し子供を持つが、結婚あるいは子どもの誕生を

機にいったん退職し、子育てが落ち着いた時期に再び… 

４．結婚するが、子どもを持たず仕事を続ける。 

５．結婚せず、仕事を続ける。 

６．その他 

問１１ 既婚の方にお聞きします。 

現実的にあなたの人生はどのようなタイプですか。                

次からあてはまる番号を一つ選んで○をつけてください。   

n=114 

n=23 

n=16 
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※問 10で「３．結婚し子供を持つが、結婚あるいは子どもの誕生を機にいったん退職し、子育てが

落ち着いた時期に再び仕事を持つ」と回答した既婚者の方の問 11の回答 

 

   

   

 

※問 10 で「４．結婚するが、子どもを持たず仕事を続けたい」と回答した既婚者の方の問 11 の回

答  「４．結婚するが、子どもを持たず仕事を続ける」 100％ 

 

 

  ※問 10で「５．結婚せず、仕事を続けたい」と回答した既婚者の方の問 11の回答 

 

   

   

理想と現実でみてみると、35.5％の方が理想通りとなっていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.0% 

9.0% 

73.1% 

9.0% 

0.0% 

3.0% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

１．結婚し子どもを持ち、仕事も続ける。 

２．結婚し子供を持ち、結婚あるいは子どもの誕生を機

会に退職し、その後は仕事を持たない。 

３．結婚し子供を持つが、結婚あるいは子どもの誕生を

機にいったん退職し、子育てが落ち着いた時期に再び… 

４．結婚するが、子どもを持たず仕事を続ける。 

５．結婚せず、仕事を続ける。 

６．その他 

33.3% 

33.3% 

33.3% 

0.0% 

0.0% 

0.0% 

0.0% 20.0% 40.0%

１．結婚し子どもを持ち、仕事も続ける。 

２．結婚し子供を持ち、結婚あるいは子どもの誕生を機

会に退職し、その後は仕事を持たない。 

３．結婚し子供を持つが、結婚あるいは子どもの誕生を

機にいったん退職し、子育てが落ち着いた時期に再び… 

４．結婚するが、子どもを持たず仕事を続ける。 

５．結婚せず、仕事を続ける。 

６．その他 

n=1 

n=67 

n=3 
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    【これまでに生まれた子どもの時に】 

      

【これから生まれる子どもの時に】 

      

これまで約８割の方が育児休業を取得されており、これからも９割を超える方が取得したい

と考えている。 

 

 

 

 

      

     

 

     

79.2% 

20.8% 
１．取得した                 

２．取得しなかった 

75.0% 

18.8% 

6.3% 

１．ぜひ育児休業を取得したい    

２．できれば育児休業を取得したい 

３．できれば育児休業を取得したくない   

４．取得したくない  

５．わからない   

25.0% 

25.0% 

25.0% 

25.0% 

50.0% 

収入が減り家計が苦しくなるから 

夫が育児休業を取るから 

保育所等の預け先や親等のサポートがあるから 

職場が育児休業を取りにくい雰囲気だから 

職場に育児休業等の制度が整備されていないから 

自分の雇用形態上（パート・期間社員など）、育児休業の対象… 

育児休業を取ることで職場の評価や、昇進・配置等で不利益な… 

夫や親族等が育児休業取得に否定的だから 

手続きが面倒だから 

仕事を優先させたいから 

自営業だから  

その他 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

問１１－１ 問１１で、１を選んだ方にお聞きします。 

子どもが生まれたときに育児休業を取得しましたか、又はこれから生まれたときに取

得したいと思いますか。次からあてはまる番号を選んで○をつけてください。 

問１１－２ 問１１－１で、「取得しなかった」または「できれば育児休業を取得したく

ない」「取得したくない」を選んだ方にお聞きします。 

取得しなかった、又は取得したくない理由は何ですか。              

次からあてはまる番号を三つ選んで○をつけてください。 

n=24 

n=16 

n=5 
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     ①再就職の状況 

      

     ②再就職した時期、又は再就職したい時期 

     ■１．再就職している            ■２・３ 再就職希望 

       

     ③現在の就労形態、又は希望する就労形態 

       

再就職をしている、又は考えている女性の希望の時期は、「子どもが 3～5歳」が約４割で、「小

学校低学年」が約３割となっている。 

また、希望の就労形態は、約８割の方が「パート・アルバイト」を希望している。 

勤務日数と勤務時間では、「週５日」、「１日５時間」を希望される方が多く、約４割の方が「週

５日１日４～６時間」の勤務を希望している。 

     再就職に必要な支援として、「就職等に関する情報提供の充実」を６割を超える方が回答して

いる。 

46.9% 

3.1% 

50.0% 

１．すでに再就職している             

２．就職先を探している 

３．これから再就職をしたいと考えてい

る 

子どもが

３歳未満       

31.0% 

子どもが

３歳～５

歳    

34.5% 

子ども

が小学

低学年          

24.1% 

子どもが

小学高学

年    

10.3% 

子どもが

３歳～５

歳    

41.2% 

子どもが

小学低学

年          

32.4% 

子どもが

小学高学

年    

20.6% 

子どもが

中学生               

2.9% 

その他 

2.9% 

フルタ

イム       

16.7% 

パート・

アルバイ

ト 

76.7% 

その他 

6.7% フルタイ

ム       

12.1% 

パート・

アルバイ

ト 

81.8% 

その他 

6.1% 

問１１－３ 問１１で、３を選んだ方にお聞きします。 

次の各項目で、それぞれあてはまる番号を一つ選んで○をつけてください。 

n=64 

n=29 

n=30 

n=34 

n=33 
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※③で「パート・アルバイト」を希望する方の勤務日数・勤務時間 

■１．再就職している           ■２・３ 再就職希望 

  

      

  

④再就職に必要な求人情報 

       

     ⑤再就職に必要な支援 

       

 

 

0.0% 

19.0% 

9.5% 

61.9% 

9.5% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

週２日 

週３日 

週４日 

週５日 

週６日 

4.3% 

13.0% 

26.1% 

56.5% 

0.0% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

週２日 

週３日 

週４日 

週５日 

週６日 

4.8% 

4.8% 

19.0% 

9.5% 

23.8% 

19.0% 

14.3% 

4.8% 

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

１日３ｈ 

1日3.5ｈ 

1日４ｈ 

1日4.5ｈ 

1日５ｈ 

1日６ｈ 

1日７ｈ 

1日８ｈ 

0.0% 

0.0% 

21.7% 

4.3% 

47.8% 

17.4% 

0.0% 

8.7% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

１日３ｈ 

1日3.5ｈ 

1日４ｈ 

1日4.5ｈ 

1日５ｈ 

1日６ｈ 

1日７ｈ 

1日８ｈ 

46.7% 

0.0% 

10.0% 

26.7% 

63.3% 

6.7% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

ハローワークなどの公共の職

業紹介機関 

民間の人材紹介業者 

求人サイト 

新聞や雑誌、フリーペーパー

などの求人広告や求人情報誌 

知人・友人 

その他 

81.3% 

18.8% 

46.9% 

71.9% 

31.3% 

0.0% 

0.0% 30.0% 60.0% 90.0%

ハローワークなどの公共の職業

紹介機関 

民間の人材紹介業者 

求人サイト 

新聞や雑誌、フリーペーパーな

どの求人広告や求人情報誌 

知人・友人 

その他 

就職等に

関する情

報提供の

充実  

62.1% 

就職等に

関する相

談窓口の

充実 

17.2% 

就職等に

役立つ資

格の取得

や研修機

会の充実 

20.7% 

就職等に

関する情

報提供の

充実  

60.6% 
就職等に

関する相

談窓口の

充実 

15.2% 

就職等に

役立つ資

格の取得

や研修機

会の充実 

18.2% 

その他 

6.1% 

n=30 

n=33 

n=23 n=21 

n=21 n=23 

n=32 

n=29 

※その他 
・情報や資格だけでなく、子どもが病気になっても仕事に行けるようサポートしてくれる施設や制度がな
いと難しい。 
・子育て中なので、小学校の行事にあわせて早退させてくれる環境がある。 
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仕事をしながら子育てをするために必要な取組みとして、「保育の充実」が 35.4％で最も多く、次に「企

業（事業所）の意識啓発」が 18.3％、「父親の子育て参加の意識の醸成」が 15.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性の家事・育児の参加に必要なこととして、「男性自身が「家事・育児に積極的に関わる」という意識

を持つこと」が 63.8％で最も多く、次に「男性が家事・育児に参加することへの職場（上司・同僚等）

の理解 を高めること」が 58.9％、「育児参加に関する勤務先の支援を充実させること」が 46.6％となっ

ている。 

 

 

 

 

0.6% 2.4% 

15.9% 

35.4% 18.3% 

14.6% 

6.1% 

4.9% 1.8% 

１．機運の醸成                 

２．良い事例の普及・顕彰 

３．父親の子育て参加の意識の醸成     

４．保育の充実 

５．企業（事業所）の意識啓発         

６．強制力のある制度改正（育児休業取得等） 

７．企業（事業所）への財政支援        

８．特に必要な取組はない 

９．わからない                   

10．その他 

29.4% 

29.4% 

58.9% 

63.8% 

22.7% 

27.0% 

46.6% 

11.7% 

2.5% 

長時間労働の是正すること 

柔軟な働き方（短時間勤務・在宅勤務・フレックスタイム… 

男性が家事・育児に参加することへの職場（上司・同僚… 

男性自身が「家事・育児に積極的に関わる」という意識を… 

男性への家事・育児に関する教育を充実させること 

育児に関する行政の支援を充実させること 

育児参加に関する勤務先の支援を充実させること 

男性の家事・育児の出来栄えを妻が評価すること 

その他 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

問１２ 仕事をしながら子育てをするために必要な取組は何だと思いますか。 

次からあてはまる番号を一つ選んで○をつけてください。 

n=164 

問１３ 男性の家事・育児の参加について何が必要だと思いますか。 

次からあてはまる番号をすべて選んで○をつけてください。 

n=163 

※その他 
・企業（事業所）への法的制度 
・私たちが贅沢になり、無理をせず働けば良いと思う。 
・栗山町ではそこまで保育所の問題がないように思いますが、子どものために取得できる休みなどの制度がない職
場では実際働くのは難しいと思います。 

※その他 
・男性は外で働くべき、社会を動かし国を支えるべし 
・男女かわらず、一人ひとり、一人の人間なので押し付けたところで何もないです。いかに自分の家族が大事なもの
か考えてほしい。 
・そもそも参加の必要性を感じない 


